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����年の東京五輪・パラリンピックの開催を機
に日本の受動喫煙防止対策を強化すべく,  月!
日に厚生労働省は健康増進法改正案の骨子を発表
した")｡ ���#年施行の健康増進法の受動喫煙防止
の努力義務を, 屋内禁煙を罰則付きで法制化し,
医療機関と小中高校は敷地内禁煙を法制化する｡
レストラン, 居酒屋等も, 主に酒類を提供する小

規模のバー, スナックを除き, 喫煙専用室を認め
た上で, 屋内禁煙とする｡ 喫煙室は, 汚染空気の
漏れの"��％防止は望めず, 妥協案である｡ 骨子
には完全禁煙にしても営業に損失は出ないとする
国内外の資料も多数添えてあるが, 業界や ｢喫煙
の自由｣ を訴える国会議員団から猛反対があり,
国会審議は難航が予想されている｡
もう一点, 日本で��"$年になり使用者が急増し

ている電気加熱式たばこ (%&'%()*+(),-./
0.+1-2(3&*,0) を規制対象とするか否かは法
律に明記しない｡ 健康影響について専門家による
科学的議論を待ち, 政令で規制対象から除外可能
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E&Fは喫煙者を減らす (無くする) ことを目指しており, 日本もその目的の条約の締
約国である｡ 受動喫煙防止は従業員を含む同室者の健康を守り, 禁煙を促し, 若者の喫煙
開始を阻止する｡ 国会で受動喫煙防止の強化が審議されるが, 反対議員には孫世代をニコ
チン依存症にしないことも一考して欲しい｡ また, 世界では喫煙者は増加しており, 東京
五輪で対策の悪い見本を示してはならない｡
��"$年から紙巻たばこからの切替え者が急増中の加熱式たばこを規制対象から外す可能

性が示唆されているが, それは決してあってはならない｡ 副流エアゾルはなく室内空気汚
染は小さいが, 各種成分の ｢無害｣ の閾値は不明である｡ ニコチンは相当量あり, ��代前
半まで続く脳発達などに影響し, 三次暴露もある｡ 対象外にすれば, 国が誤ったメッセー
ジを広め, 若者のニコチン摂取開始者や依存症者を再増加させることは目に見えている｡
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な形にするとある｡
日本は����年の  !" #$%&'()$*+),-',.
/0),),1)2%33)+),/$)4(#+1+；たばこ規制
枠組み条約) の発効当初からの締約国であるが,
 !"#+1+は喫煙社会を改め, たばこ関連疾
患・死亡を減らす (無くする) ことを目指してい
る�)｡ 受動喫煙対策の議論も, 若者の喫煙開始へ
の影響も含み行うべきと考えるが, 言及がない｡
この観点から考察した｡
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厚生労働科学研究費により5667年より未成年の
喫煙実態調査が実施されている｡ 図�に高校生の
男女別の月喫煙率 (最近8�日間で9日でも喫煙)
を示した8)｡ 男女共���:年に急減の後, 漸減して
いる｡ 毎日喫煙率も5667年より��5:年にかけ男子
は5;<�％から5<7％へ, 女子は:<7％から�<�％へと
やはり大きく減少した｡
���8(平成5�) 年の健康増進法施行で構内禁煙
が逸早く進み, 教師の喫煙姿を生徒が見なくなっ
たことも一因に相違ない｡ さらに���8, ���7,

��5�年と続いたたばこ税率引き上げ, ����年の
 !"#+1+発効, ���;年のタスポ導入などが理
由に挙げられる｡
喫煙防止授業もある｡ ただし, 千葉県の平成�=
年度の授業実施率は小学校=�％, 中学校7=％, 高
校7:％に止まった:)｡ 非実施校では ｢教材・資料
がない｣ ::％, ｢経験や技能のある職員がいない｣
85％, の訴えがあり, 地域医師・薬剤師の参加が
欠かせない｡
なお, 中学生の月喫煙率も5667年男子5�<6％,
女子:<6％から��5:年には5<8％と�<�％と, 高校生
同様に減少した8)｡
 ��!�����"#

米国の高校生の喫煙の動向は別稿で取り上げ
た�)｡ 紙巻たばこの月喫煙率は566=年の87<:％
(男女ほぼ同率) をピークに漸減し, ��5�年には
男子5�<=％, 女子=<=％になったが7>=), 日本の��5:
年のそれの8<�％と5<:％ (図9) に比べそれぞれ
約?倍と�<�倍になる｡
電子たばこ ('4'3/$),03,03)/0,'>,),.,03)/0,'
@'40-'$ABAB/'&BCDEFGHDEEFG);)は��55年の
5<�％から幾何級数的に上昇し, ��5:年には紙巻
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たばこを凌駕し, ����年には� !�％になった")｡
日本ではたばこ製品の使用は##!$％が紙巻たば

こであるが#), 米国では高校生も����年で葉巻$! 
％, 水たばこ"!�％などで, 半数は複数を使用し,
何らかの使用者は��!%％になる")｡
�������������

図 に厚生労働省国民健康・栄養調査による��
～�#歳の習慣的喫煙率の推移を示した��)｡ 男女と
も����年以降, 漸減していたが����年からはほぼ
横這いで, ���&年は男性% !"％, 女性��!"％であ
る (平均�&!�％)｡ ���&年頃の高校生の月喫煙率
と比較し, 特に男性では'倍以上である｡ 日本で
は, 成人は喫煙して良いとする風潮が旧態依然と
している��)｡
なお, 習慣的喫煙者の内, 毎日喫煙者は, 男性
は#%!"％, 女性は" !#％を占める｡
!�"#���������

米国の�$～�&歳の����年の紙巻たばこの習慣的
喫煙率は男性��!�％, 女性��!�％であり (��～&&
歳は男性�#!$％, 女性��!$％)��), 高校生の月喫煙
率からの急増はない｡
���%～���&年の調査では男女合わせ紙巻たばこ
�"!�％, 電子たばこ�!�％, 無煙たばこ&!&％等で,
何らかのたばこ製品の使用者は�&!�％で, 高校生
の場合と同様である�%)｡
$�%&'()*+,-

日本では法的に ()*+は販売できない�)｡ 替
わって,)-.はたばこ事業法に適い, 世界で唯
一, 全国的に販売され, 言わば世界の試験国であ
る｡ ./0102345506(.3) 社の 078+, 9:社の
.144; :<=/に加え, ��� 年年末には -50>06/
?;<50=@A:4B@==4社も仙台でC14の販売を開始
した｡ 世界D大たばこ企業が取組み, 満足感は
()*+を超え, 市場の拡大は必至である｡

()*+はニコチン溶液を, ,)-.はたばこ葉
を電気的加熱で蒸気化し燃焼せずニコチンを送達
し, E/@5; 5<FG=>04AEの理念に適う業界の新世
代製品とされる｡ H<IJらは蒸気化ニコチン製品
(I@2450K<FA0=4>0A<254FG=>LM).6) の呼称を
用い�&), 有害成分量を紙巻たばこのそれのN％と
仮定している｡ .3社の報告では078+の主流エ
アゾル中のニコチンは対照たばこの主流煙中のそ
れの"�!�％, 肺癌の原因になるたばこ特異的ニト
ロソアミン ())OP)))) は&!�％である��)｡ だ
が, 発癌リスクが主流エアゾル中の濃度に比例す
るか否かは長期の調査を待つほかない｡
:@BG=/0らは楽天の全国的調査サイトを用い,

����年年初に日本のM).6と())*+の使用状
況の調査した� )｡ 月使用率は��～�#歳では男性
�!�#％と女性�! "％, ��～�#歳では%!$�％と�!�#
％であった｡ いずれかの使用経験者の内, ()*+,
())*+, .144;, 078+それぞれの使用経験率
の男女の平均は��～�#歳 (%#名) で��!$％, $�!$
％, � !�％, �$!�％, ��～�#歳 (�&%名) で��!%％,
"%!%％, ��!�％, � !�％で, ,)-.の経験者率は
この年代が最大であった｡
��� 年になり喫煙者の,)-.への切替えが急

増し, 少なくとも'％ともされる｡ 日本では
,)-.は法的にパイプたばこに分類され, その
販売量の���%年�!�億本から���&年�!&億本への増
加に寄与するとされるが#), 紙巻たばこの���&年
の販売量�Q$��億本の'％は% 億本になる｡

�. 受動喫煙防止と若者の喫煙開始
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日本も締約国であるR,8S:T:は現在の喫
煙者を減らし, 将来の喫煙のない社会を目指して
いる｡ ���$年に, たばこ規制の鍵となるU政策と,
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それの各国の進捗状態を�段階で評価する
 !"#$%を採択した&'())｡  *+,-*.-*/011*234
0+56.474+-,*+6*8,1,43, !.*-41-64*6849.*:
-*/011*3:*;4, "994.<486-*=2,--*/011*234,
#0.+0/*2-50+>4.*9-*/011*, $+9*.14/0+3
*+-*/011*0574.-,3,+>'6.*:*-,*+0+536*+?

3*.3<,6'%0,34-0@43*+-*/011*6.*521-3の頭
文字から成る言葉で, Ｒ；たばこ税の引上げ (最
高のレベルAは小売価格の)B％以上) とＰ；受動
喫煙対策 (レベルAはCつのカテゴリーの公共施
設すべてが完全禁煙) のDつが特に効果的とされ
る｡
&E(B年の評価報告では()'(F), &E(�年の日本のＲ
はレベルD, ＰはレベルGであり, 日本はＭ；モ
ニタリングのみレベルAで全体に最低レベル国で
ある｡ なお, トルコはＷをD政策 (ラベル表示と
マスメディアキャンペーン) に分けた全H政策全
てで, 英国, カナダなどIヵ国はＰを含むJ政策
でレベルAである｡
��������

受動喫煙防止は, 非喫煙者が環境煙に意図せず
暴露される事の阻止だけでない｡ #K"LMNMは
非喫煙社会を醸成する一環と考えており, 喫煙者
に禁煙を促し, 若者の喫煙開始を防ぐ意義があ
る()'(O)｡ 厚労省案に反対の議員連盟には孫世代を
喫煙者にしない考えにも目を向けてほしい｡
&E(E年にP"Mと#K"は ｢喫煙のない五輪の
推進｣ で合意し, バンクーバー大会以降の開催地
は皆, 罰則付きで飲食店等を建物内完全禁煙にし
てきた｡ #K"事務総長からの厚生大臣宛て文書
や, 事務局次長の来日しての要請を拒否すれば,
LMNM締約国や五輪開催国になった誠意まで問わ
れる｡ &E(Q年(&月に, 日本医師会と国内&)医学界
も屋内完全禁煙とする法や条例制定の要望書を首

相, 関連閣僚, 開催予定地の知事宛てに提出して
いる｡
 �!"#�

厚労省の飲食店等に喫煙専用室の設置を可とす
る妥協案ではレベルRに止まる｡ 如何なる専用室
も客の出入り中の漏れや, 部屋から出た客の呼気
による汚染は防げない｡ 喫煙専用室は, 喫煙行為
が社会的に受容されることを示すことにもなる｡
完全禁煙は実際に営業を損ねるのであろうか｡

飲食店等を完全禁煙にした国は&EEF年の()ヶ国か
ら&E(�年には�Oヶ国になった(F)｡ 日本でも厚労省
の平成&)年労働安全衛生調査では事業所規模(E人
以上の宿泊 (客室内は別であろう)・飲食サービ
ス業の(OSF％が敷地内禁煙, TOS&％が建物内禁煙
である&E)｡

�. 蒸気化ニコチン製品と受動エアゾル暴露

$�%&'()*+,-./01234

厚労省案ではKUV!は ｢健康影響について専
門家の科学的議論を待ち, 政令で規制対象から除
外可能な形にする｣ とあるが, 決して除外対象に
してはならない｡
��56789:;<=>

KUV!には副流エアゾルは無く, 室内空気汚
染は使用者の呼気による｡ ! 社の報告では主流
エアゾル中のニコチンを除く有害物質は紙巻たば
このそれをOE％以上削減(B), 室内背景成分量を超
えたのはニコチンとアセトアルデヒドのみで紙巻
たばこのそれの概略(WF程度とあるが&(), ニコチ
ンは背景成分量の(E～((B倍になるF)｡ 室内の使用
者数や距離, 換気の具合で増大もする｡ 室内の径
BSQ～BQE+:の微小粒子は, 最大時量は紙巻たば
このそれの(W�度になり, 肺内沈着もある&&)｡
ニコチンは依存症の惹起の他に, 胎児, 乳幼児
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と思春期から��歳代前半まで続く脳発達に影響し,
循環器系へ即時的に影響し, 動脈硬化にも関わ
る� !�")｡ ニコチンは壁・床や塵に沈着し, 再放出
によりニコチンやたばこ特異的ニトロソアミンの
三次暴露が起きる�#)｡
$%&'に関し, ()*, 米国公衆衛生局医務長

官や多くの学会が受動エアゾル暴露防止を主張し
ている+!�")｡
�������

)%,-を受動喫煙防止の規制対象から除外す
るようなことがあれば, )%,-には健康への影
響は無いという誤ったメッセージを国が率先して
示し, 宣伝することになる｡
日本では中高校生の喫煙者は大きく減少したが,

)%,-の使用者が急増することは目に見えてい
る｡ 彼らはニコチン依存症になり, 少なくとも一
部は紙巻たばこの喫煙者や両者の使用者になる.")｡

 ! " #

()*/010が目指している ｢喫煙の無い社会｣
は, $%&'や)%,-の出現後は ｢ニコチンのな
い社会｣ を目指すとも言える｡
開発途上国には喫煙者が増加中の国が多い｡ 東
京五輪で日本は受動喫煙対策において, 世界に悪
い見本を見せてはならない｡ 子供達を将来, ニコ
チン依存症にならせてはならない｡ 国会が出すべ
き決議は明白と考える｡
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2) 厚生労働省：平成�3年4月2日受動喫煙防止対策強化
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4) 大井田隆 (研究代表者), 厚生労働科学研究費補助金
研究班：未成年の健康課題および生活習慣に関する実態
調査研究：平成�N年度総括研究報告書, ��.#
O) 鈴木修一ほか, 千葉県内の学校における喫煙防止授業
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��.;
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Z) 稲葉洋平：たばこ煙の成分と生体影響のメカニズム,
喫煙と健康, 喫煙の健康影響に関する検討会報告書, 厚
生労働省56789:6, ��.N, AA##Q++
.�) 厚生労働省：国民健康・栄養調査報告書, 56789:68,
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..) 泉 信夫, 小中学校の喫煙防止授業のための最近の知
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